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平成12年虜 在京 (首都目)岐阜高校同窓会総会 懇親会を挙行

良
き
先
輩

良
き
同
期

良
き
後
輩

圏
）
岐
阜
高
校
同
窓
会
会
員
２
４
７
名
の
出
席
の
も
と
、
盛
大
に
挙
行
さ
れ

た
。
平
成
１１
年
度
会
務
・会
計
報
告
を
承
認
、
役
員
改
選
で
新
役
員
２０
名
の

鏑瑠
帥能
韓
講
緞
ン
軸

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、

２０
世
紀
最
後
の
総
会
、

２‐
世
紀
へ
の
新
生
躍
進
を

目
指
し
て
、
還
暦
年
次
の
３４
年
卒
と
１０
年
後
輩
の
４４
年
卒
が
中
心
と
な
り
、

関
係
役
員
、
協
賛
学
年
（４７
年
卒
・
５．
年
卒
）
が
一体
と
な
っ
て
挙
行
さ
れ
た
。

美
齢
韓

棒
ン
ン
ヽ
轄

ビ
御
部

進
め
ら
れ
、
先
ず
Ｈ
ｌ２
年
度

当
番
学
年
代
表

大
西
孝
夫

さ
ん
（３４
年
卒
・新
副
会
長
）

が
開
会
を
宣
言
。

物
故
者

に
哀
悼
の
黙
祷

（冥
福
）
を

捧
げ
た
後
、
在
京
（首
都
圏
）

同
窓
会

宮
川
忠
夫
会
長
が

挨
拶
（後
掲
）
を
行
っ
た
。
次

い
で
、
来
賓
の
在
京
岐
阜
県

人
会

理
事
長

神
谷

一雄
殿

の
祝
辞
、
岐
阜
高
校

校
長

本
田
修
也
殿
の
祝
辞
と
母

校
の
現
況
報
告
（後
掲
）
が

あ
っ
た
。

会
則
に
よ
り
、
宮
川
会
長

が
議
長
と
な
り
議
事
に
入
っ

た
。
第
一号
議
案
と
し
て
、平

成
１１
年
度
の
会
務
と
監
査

結
果
を
含
む
会
計
報
告
が

あ
り
拍
手
を
以
っ
て
承
認
さ

れ
た
。
第
二
号
議
案
と
し
て
、

役
員
改
選
に
つ
き
提
案
説
明

が
あ
り
、満
場
一致
の
拍
手
を

以
っ
て
新
役
員
２０
名
が
承
認

さ
れ
、
就
任
紹
介
が
あ
つ
た
。

所
定
の
議
案
審
議
が
進

み
、
Ｈ
ｌ２
年
度
当
番
学
年

宮
本

悠
美
子
さ
ん
（３４
年

大
吾
さ
棒
の
司
会

・進
行

に

よ
り
進
め
ら
れ
、
Ｈ
ｌ２
輩
密
一

中
中
中
井
中
学
庁
れ
中
中
中

に
始
ま
り
、
残
念
な
が
ら

広
島
で
の
野
球
解
説
の
た
め

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
が
出
来

ず
、急
還
出
席
で
き
な
く
な
っ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
野
球
解
説
者

森

祗
晶
さ
ん
（３０
年
卒
）
の
映
像

に
よ
る
「メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
披

露
さ
れ
た
。
昭
和
６
年
卒
で

今
総
会
出
席
者
の
最
年
長

者

浅
野
銀
一さ
ん
と
浅
野

敏
夫
さ
ん
に
よ
る
高
ら
か
な

る
「乾
杯
―
」
の
後
、
卒
年
別

テ
ー
ブ
ル
で
の
旧
友
懇
談
、
テ

ー
ブ
ル
を
離
れ
て
の
先
輩
後

輩
と
の
会
食
懇
親
が
和
や
か

に
な
さ
れ
た
。

４７
年
卒
学
年
幹
事

河
合

雅
村
さ
ん
が
母
校
を
訪
問

し
て
撮
影
を
し
た
校
舎
、
教

室
、
図
書
館
で
の
生
徒
の
学

習
風
景
、
を
フ
ブ
活
動
の
状

況
な
ど
を
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
入

り
で
映
像
に
収
め
た
「最
近

の
母
校
」
の
紹
介
が
あ
つ
た
。

出
席
者
皆
各
々
の
学
生
時
代

に
戻
り
懐
か
し
さ
や
変
化
に

驚
い
た
一時
で
あ
つ
た
。
母
校

の
発
展
と
先
生
方
や
在
校

生
へ
の
期
待
を
込
め
た
大
き

な
拍
手
が
沸
き
起
こ
っ
た
。

「
最
近
め
母
校
」
紹
介
の

後
は
、
懇
親
会
の
メ
ー
ン
イ

ベン
ト
５．
百
卒
で
一橋
大
時

代
か
ら
今
は
無
き
シ
ャ
ン
ソ

ン
の
メ
ッ
カ
「銀
巴
里
」
等
で

歌
い
、
シ
ィ
ン
ソ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
で
最
優
秀
歌
唱
賞
等
を
受

貸
し
、
ツ
ロ
ラ
イ
ヴ
で
活
躍

を
し
て
い
な
熊
田
良
治
さ
ん

に
よ
る
「緒
小日
　
シ
ャ
ン
ソ
ン

主直
等
を
約
５０
分
熱
唱
し
て

く
れ
ま
し
．た
。
舞
台
か
ら

会
場
に
韓
り
、
同
窓
の
増

さ
ん
と
の
有
唱
も
あ
って
、

場
内
は
一挙
に
華
や
ぎ
親
し

み
が
増
し
ま
し
た
。
す
ば
ら

し
い
卒
業
生
が
い
る
事
を
知

り
得
た
こ
と
も
同
窓
会
の
賜

物
で
し
た
（

４７
年
卒
並
び
に

５‐
年
卒
の
皆
さ
ん
の
協
力
に

よ
る
楽
器
搬
入
。
会
場
の
設

営
ご
苦
労
様
で
し
た
。
無
料

で
出
演
し
て
戴
い
た
熊
田
さ

ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念

し
ま
す
。

総
山
範
子
さ
ん
（１８
年
卒

・副
会
長
）
の
リ
ー
ド
に
よ

る
「あ
あ
一す
め
ら
み
国
…
」

に
始
ま
る
岐
高
女
校
歌
、
Ｈ

・２
年
度
当
番
学
年
の
加
藤

健
太
郎
さ
ん
（４４
年
卒
）
を

リ
ー
ダ
ー
と
し
た
岐
高
校
歌

・応
援
歌

斉
唱
。

「千
匁
の

獄

金
華
山
…
」
、
「金
華
城

頭

月
冴
え
て
…
」
が
会
場
一

杯
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。
Ｈ

‐３
年
度
の
当
番
学
年
で
あ
る

３５
年
卒
・４５
年
卒
を
代
表
し

て
３５
年
卒

松
尾
勇
二
さ
ん

に
よ
る
来
年
の
再
会
を
期
し

た
「閉
会
の
こ
と
ば
」
を
も
つ

て
‐６
時
３０
分
、
平
成
１２
年

度

在
京
（首
都
圏
）岐
阜
高

校
同
窓
会
総
会

懇
親
会
を

閉
会
し
、
同
期
の

一次
会
等

に
向
け
三
々
五
々
散
会
し
た
。
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熱唱する熊田さんと同期の女性達からの花束贈呈。


